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藤本位四郎 ･金沢文子 (煎北大 ･良 )
アラキドン酸(20:4､n-6)およびドコサ
ヘキサエン酸(22:6､n-3)などの長鎖ポリ
エン軌 ま､生休膜を相成しているl)ン脂質Iこ多く､
膜機能や生理活性物門の前駆物田すなわちリノー
ル酸 (18:2､∩-6)およびリノレン酸(18:
3､n-3)から鎖長延長および不飽和化反応に
よって生合成されるとなされているが､詔長類の
組織にどの程度本活性があるかは明らかでない｡
ヒトの乳脂にはドコサヘキサエン概を主体とす
る長鎖ポ.)エン酸が含まれており､矧 こ初乳に多
い｡ヒトの胎児および新生児には長的ポ.)ェン酸
生合成の欠落あるいは低下を間接的に示唆する報
告がある｡そこで詔良m (ニホンザルなど)の乳
脂の脂肪酸組成を評細に分析し､さらにニホンザ
ルの組織を用いて invitroでの長飢ポ1)エン敢生
合成能を評価した｡
その結果､ニホンザルの初乳の主要脂質成分は
中性脂質であり､アラキドン慨を0.50/O､ ドコサ
ヘキサエン酸を2.2C/O含み､脂肪酸組成だけでな
く脂質クラスの組成の点でもヒトによく近似した
結果を得た｡
次にサル紐桟の長鎖ポ')エン酸合成経を検討し
たが当初予定した新生肘の組織の十分丑の入手が
困難だったので､成駅の肝臓を用いて実験した｡
ニホンザル10才の肝臓より調製したミクロソー
ムをtlc-リノール酸またはリノレン酸､エイコ
サペンタエン酸を含む反応液に添加し､37℃､20
分間のインキュベーションを行った｡反応後､抽
出した脂肪酸をメタノ.)シスLT､HPL巧 酒 し､
放射活性をmrJ定したところ､代謝産物のほとんど
が鎖長延長物であろことがわかり､不飽和化は進
行しなかった｡これは対照突験で用いたSDラッ
ト(5週令 )の肝臓では不飽和化物が少なからず
生成されたのと穴なる紡架を和た｡したがってニ
ホンザルの長鎖ポ1)エン恨生合成能はラットより
低いことが明らかになった｡
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